
　南西域で勤務する隊員諸官、ご家族の皆様、自衛隊に対し深いご理解と
ご支援を賜っております協力団体等の皆様そして地元地域の皆様、新年
明けましておめでとうございます。
　さて、昨年を振り返りますと、5月に新型コロナウイルス感染症が５類
に緩和され、訓練も制限なく行えるようになりました。また一昨年１２月
に閣議決定された安全保障戦略３文書に基づき、防衛力の抜本的強化の
ための各種取り組みが進められ、１１月の自衛隊統合演習では、奄美大島

並びに徳之島において、防衛作戦のシナリオの下で初めてF-１５戦闘機の連続離着陸
訓練を実施することができました。関係者の方々に心から感謝申し上げます。
　また、この地域の安全保障環境を概観しますと、中国の東シナ海、台湾周辺、そして西
太平洋における活発な活動は継続しています。特に、昨年は空母２番艦の「山東」が西太
平洋で 4月上旬から下旬、9月中旬、そして１０月下旬から１１月上旬の３回にわたり
活動し、艦載機の発着艦訓練も活発に実施しました。また、無人機の活動範囲、頻度、そ
して機種も拡大増加し、昨年の４月以降、与那国-台湾の間での飛行も確認しています。
　令和元年から毎年実施しているロシアとの共同飛行については、一昨年に引き続き
昨年も 2回実施し、連携の内容も高度化しています。

　北朝鮮は、昨年、「４月までに偵察衛星 1号機の準備を終える。」と宣言し、航空自衛隊
は発射に伴う不測事態に備え、４月末から、宮古島、石垣島そして与那国島へのペトリ
オット部隊を展開し、その展開は現在も継続しています。北朝鮮は、軍事衛星を引き続
き打ち上げる意思を示すとともに、弾道ミサイルの発射試験や訓練も高い頻度で繰り
返し、様々な種類のミサイルの開発、保有を促進しています。
　また、ロシアがウクライナを侵略して間もなく２年が経過しようとしていますが、ロ
シア軍の日本周辺における活動は、侵略以前とほぼ同等のレベルで継続しています。中
国そして北朝鮮との協力関係も深くなっています。
　この様に、昨年から現在に至る我が国そして南西域の安全保障環境は、従前以上に厳
しい状況となっています。
　このような安全保障環境下、私たちは、ロシアによるウクライナ侵略から多くのこと
を学んでいますが、私は、その中で一番大切なことは「戦争を仕掛けられてはいけない」
ということだと認識しています。そして、その為に最も重要なことが「抑止力」だと考え
ています。
　その「抑止力」を強化するため、本年も我々南西航空方面隊は、常続不断の警戒監視並
びに対領空侵犯措置を厳正かつ適切に行い、力による現状変更を絶対に許容しないと
いう意思と能力を示し続けます。また、いかなる状況にも即応できるよう、日々厳しい
訓練を実施して能力を高めるとともに、安全保障戦略３文書に基づく防衛力の抜本的
強化を推進します。そして、米軍との各種共同訓練、情報共有を推進し、日米同盟の信頼
性、相互運用性並びに共同対処能力を向上させます。更には、我々の活動に対する国民
の皆様の理解を得るとともに、国防に対する意識を高めていただく一助となる様、各種
広報活動を実施します。
　日本の抑止力を高めるため、私自身、隊員の皆さんの先頭に立ってその職責を果たし
ます。今年も共に頑張りましょう。また、「南風」読者の皆様には、南西航空方面隊に対し
ます引き続きのご理解ご支援を賜りますようお願い申し上げます。最後に、本年が皆様
にとって幸多き年となりますよう心からお祈り申し上げ、年頭の挨拶とさせて頂きます。

　航空自衛隊那覇基地所属の全隊員並びにご家族の皆さま、そして那覇基地に対して
日頃から深いご理解と温かいご支援をいただいております地域の皆さま、新年明けま
しておめでとうございます。謹んで初春のお慶びを申し上げます。
　昨年を振り返りますと、約４年間続いたコロナ禍が明け、那覇基地としましても７年
ぶりにサマーフェスタを開催しました。開始数時間前に大雨が降り、会場周辺が水浸し
となり開始が危ぶまれましたが、隊員が一致団結し懸命に排水作業に取り組んだお陰
で、見事予定通りに開始され、大成功を収めることができました。また、先月のエアフェ
スタ２０２３では、本島初となるＴ-４ブルーインパルスによる曲技飛行を実現すると

ともに、全国の航空団では初めて新政府専用機が展示される等により、大きな盛り上が
りを見せ、史上最高の２万８千人の来場者を迎えることができました。これらは、隊員
一人ひとりの努力の結晶と地域の皆さまのご協力の賜物であると、基地司令として大
変感謝しています。また、二つのイベントを通じて、那覇基地所在隊員同士はもとより、
地域の皆さまとの一体感が醸成されたと考えています。
　一方、中国軍機の活動は衰えるところを知らず、日々の対領空侵犯措置に係る各種任務に
取り組む隊員たちは、粛々とそして確実に任務を遂行しています。また、春以来長期にわた
り、北朝鮮の弾道ミサイル等に対し、南西高射群を中心として那覇基地が一丸となり対処し
てきました。こういった実任務に加え、厳しい訓練を各部隊が実施していることは、決して容
易なことではなく、全隊員が緊張感と責任感を持ち、沖縄をそして日本を守るという強い意
志を持って取り組んでいるからこそであり、基地司令として誇りに感じているところです。
　ここ沖縄が国防の最前線と呼ばれ始めてから久しくなりますが、引き続き航空自衛
隊那覇基地は、現下の状況に狎れることなく、常に警戒心を保ちながら、任務と訓練に
邁進し、更なる精強性を追求していく所存です。
　この美しい海と空に囲まれた那覇基地が、隊員とご家族、そして地域の皆さまとの友
好の場としても発展し続けるよう、今年も様々なイベントを計画し、安心・安全ととも
に、親しみ・楽しみも提供できるよう精一杯頑張りたいと思います。
　この新しい年が皆さまにとって素晴らしい年になりますよう祈念し、新年の挨拶と
いたします。

  谷嶋  正仁空将

南西航空方面隊司令官

Ｃ－２輸送機体験搭乗
　令和５年１２月９日（土）、今年もＣ－２輸送機の体験搭乗を実施しました。
　今回は公募も含め約２００名の皆さんに基地周辺の空の旅を楽しんで頂く
とともに昨年同様、Ｆ－１５戦闘機、Ｔ－４練習機、ペトリオットや消防車両
などの装備品も展示して見学して頂きました。また、今回はエアフェスタで
披露されるブルーインパルスの曲技飛行の予行が実施されたため、タイミン
グの良かった方には見て頂くことが出来ました。
　こういったイベントは基地のホームページやＳＮＳで情報を発信している
ので是非チェックしてくださいね！

（編集室）
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那覇基地では、ホームページ、広報ラジオ及びＳＮＳから訓練、体験飛行や
ファミリーコンサートなど、その他色々な情報を発信しております。
ぜひ、ＱＲコードからアクセスして頂きフォローをよろしくお願い致します♪

ＣＨ－４７ＪとUH－６０Ｊ合同飛行
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上空から撮影上空から撮影

FM レキオ FM もとぶFM21

次回放送日２月1６日（金）20：00～
※再放送は FMレキオのみ２月１８日（日）21：00～

スマホアプリで全国どこでも聴ける♪

サザンウィングサザンウィング
那覇基地広報ラジオ那覇基地広報ラジオ

詳しくは那覇基地HP
広報ラジオにアクセス !!

　令和５年１１月２０日（月）、那覇基
地において「赤い羽根共同募金」が基地
司令から那覇市共同募金委員会会長へ
手渡されました。
　赤い羽根共同募金は地域の様々な福
祉事業に利用されます。

（編集室）

　令和５年１２月９日（土）、航空自衛隊那覇基地は沖縄地方協力本部が主催する
「空自ミニフェスタ」開催を支援しました。
　「空自ミニフェスタ」とは、自衛官の募集対象となる方々に那覇基地で開催され
るエアフェスタの前日予行見学及び航空自衛隊の職種についての説明会に参加し
て頂くというものです。
　職種説明会では那覇基地で勤務する各職種の現役自衛官が座談会形式で参加
者へそれぞれの職種の魅力を伝えるとともに参加者からの質問に答えました。

（編集室）

　令和５年１１月２０日（月）、那覇基
地において「赤十字共同募金」が基地司
令から日本赤十字社沖縄県支部事務
局長へ手渡されました。
　赤十字共同募金は被災した方々の生
活支援に役立てられます。

（編集室）

空自ミニフェスタ開催支援

Xフォロワー数更新！
R5.12.25 現在　　　　　  上昇中！74,019人74,019人

を贈呈共 同 募 金
赤十字赤い羽根

オープニングフライト 陸自ＬＲ－２と航自Ｕ－１２５

Ｅ－２ＣとＦ－１５合同飛行

エアフェスタエアフェスタ
２０２３２０２３美ら島

check！

1

check！

2

check！

4

J a n u a r y   1 ,   2 0 2 4 ④


